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石
神
井
城
跡
巡
見
と

発
掘
パ
ネ
ル
展

が
公
開
さ
れ
ま
す
。
公
開
時
に
は
「
文
化
財
ウ
ニ
成
果
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

今
年
は
昨
年
同
様
に
国
・
都
の
指
定
文
化
財

コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝

＝
．
中
世
豊
島
氏
の
城
で
あ
っ
た
石
神
井
城
跡
の
こ

こ
解
説
を
聞
き
な
が
ら
廻
り
ま
す
。
　
　
＝

…
平
成
1
0
年
か
ら
6
年
間
実
施
し
た
発
掘
調
査
ニ

「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
N
0
0
I
」
が
開
催
ま
れ
手
す

1
1
月
3
日
の
文
化
の
目
か
ら
1
1
月
1
4
日

の
日
曜
日
ま
で
、
1
2
日
間
に
わ
た
り
都
内
全
域

で
国
や
東
京
都
指
定
の
文
化
財
を
集
中
的
に
公

開
す
る
　
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
2
0
0
4
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
催
し
は
平
成
1
0
年
度
か
ら
東
京
都
が

主
唱
し
て
始
ま
っ
た
事
業
で
、
多
く
の
都
民
が

文
化
財
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
歴
史

や
古
く
か
ら
の
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
こ
れ
ま

で
限
ら
れ
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き

た
文
化
財
を
身
近
に
感
じ
、
文
化
財
の
保
護
、

管
理
に
様
々
な
形
で
協
力
、
参
加
で
き
る
よ
う

文
化
財
保
護
の
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
3
8
6
件
の
文
化
財
が
所
有
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
公
開
さ
れ
、
さ

ら
に
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
の
前
後
に
は
各
地
の
教

育
委
員
会
が
主
催
し
て
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
、

1
3
8
の
企
画
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
区
で
は
国
指
定
天
然
記
念
物
「
練
馬
白

山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
や
東
京
都
指
定
旧
跡
「
石

神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池
」
な
ど
5
件
の
文
化

財
が
公
開
さ
れ
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

協
力
に
よ
り
　
「
調
査
研
究
発
表
会
　
千
川
上

水
・
田
柄
用
水
・
石
神
井
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
　
な

ど
六
つ
の
企
画
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

イ
ー
ク
の
ぼ
り
」
が
立
て
ら
れ
、
「
文
化
財
解
説

カ
ー
ド
」
も
置
か
れ
ま
す
。

本
号
で
ご
案
内
す
る
企
画
事
業
も
開
催
し
ま

す
。
二
面
の
　
「
わ
が
ま
ち
再
発
見
　
ね
り
ま
の

文
化
財
め
ぐ
り
」
は
3
8
名
の
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
企
画
、
運
営
に
参
画
し
て
実
施
す
る
事
業

で
す
。
今
年
6
月
か
ら
、
コ
ー
ス
ご
と
の
班
に

分
か
れ
て
地
域
の
文
化
財
や
自
然
な
ど
の
文
化

的
遺
産
を
多
く
の
皆
さ
ま
に
紹
介
す
る
た
め
に

学
習
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＝
・
日
時
　
日
月
3
日
（
水
・
祝
）

川
∵
石
紺
踊
柚
純
絹
が
分
ご
と
に
封

＝
・
会
場

行
い
ま
す
。

都
立
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

（
三
宝
寺
池
南
側
、
氷
川
神
社
東
側
）

三
．
申
込
み
は
当
日
現
地
で
（
無
料
）

。
・
荒
天
中
止

〒
問
合
せ
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

＝
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昨年の調査研究発表会の様子

地域の文化財調査中

「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
2
0
0
4
し
の
文
化
財

マ
ッ
プ
、
企
画
事
案
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
川
月
中
に

郷
土
資
料
室
等
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

l
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わ
が
ま
ち
再
発
見

ね
り
ま
の
文
化
財
め
ぐ
り

申
込
方
法
電
話
に
て
、
1
0
月
2
1
日
か
ら
1
0
月
3
1
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。

（
各
コ
ー
ス
6
0
名
先
着
順
）

0
5
6
3
　
（
月
曜
休
室
）

申
込
先
・
郷
土
資
料
室
0
3
　
（
3
9
9
6
）

★
　
石
神
井
公
園
駅
出
発
コ
ー
ス

尾
神
井
の
色
登
と
伺
汲
史
蕗
寧
訝

∧
実
施
日
V
1
1
月
4
日
（
木
）

∧
集
合
時
間
・
場
所
V
9
時
・
石
神
井
公
園
駅
南
口

∧
終
了
予
定
時
間
∨
正
午

∧
解
散
場
所
∨
郷
土
資
料
室

∧
コ
ー
ス
概
要
∨
和
田
稲
荷
↓
記
念
庭
園
1
池

淵
史
跡
公
園
1
三
宝
寺
池
1
殿
塚
・
姫
塚
1
石

神
井
城
跡
1
氷
川
神
社
1
三
宝
寺
1
道
場
寺
1

郷
土
資
料
室

∧
歩
行
距
離
∨
約
4
k
m

∧
主
な
文
化
財
∨
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
・
石

神
井
城
跡
・
豊
島
氏
奉
納
の
石
燈
籠

・
知
ら
れ
て
い
な
い
石
神
井
公
園
や
石
神
井
城

跡
と
社
寺
を
巡
る
、
歴
史
と
自
然
を
満
喫
で
き

る
コ
ー
ス
で
す
。

★
　
大
泉
学
園
駅
出
発
コ
ー
ス

躇
車
と
忍
者
の
里

1
　
白
子
叫
に
結
っ
て
　
1

∧
実
施
日
V
H
月
1
1
日
（
木
）

∧
集
合
時
間
・
場
所
V
9
時
・
大
泉
学
園
駅
北
口

∧
終
了
予
定
時
間
V
1
2
時
3
0
分

∧
解
散
場
所
∨
バ
ス
停
・
土
支
田
八
幡
前

∧
コ
ー
ス
概
要
∨
妙
延
寺
1
弁
天
池
公
園
↓
教

学
院
1
氷
川
神
社
1
八
の
釜
憩
い
の
森
1
大
泉

橋
戸
公
園
1
あ
か
ま
つ
公
園
1
中
里
泉
公
園
↓

別
荘
橋
1
中
里
富
士
塚
1
清
水
山
憩
い
の
森
1

稲
荷
山
憩
い
の
森
1
土
支
田
八
幡
宮

∧
歩
行
距
離
∨
約
5
k
m

∧
主
な
文
化
財
∨
八
の
釜
憩
い
の
森
の
湧
水
・
伊

賀
衆
奉
納
の
水
盤
と
鳥
居
（
氷
川
神
社
）
・
中
里

富
士
塚
・
清
水
山
憩
い
の
森
の
湧
水

・
白
子
川
流
域
は
現
在
で
も
湧
水
が
い
く
つ
も

あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
忍
者
で
著
名
な
伊
賀
衆

に
給
地
さ
れ
た
土
地
で
し
た
。
自
然
が
い
っ
ぱ

い
の
コ
ー
ス
で
す
。

★
東
武
練
馬
駅
出
発
コ
ー
ス

は
呵
寒
荷
箆
か
ら

下
線
為
村
を
歩
く

∧
実
施
日
V
11
月
1
8
日
（
木
）

∧
集
合
時
間
・
場
所
V
9
時
・
東
武
練
馬
駅
南
口

北
町
あ
お
ば
公
園

∧
終
了
予
定
時
間
∨
正
午

∧
解
散
場
所
∨
氷
川
神
社
（
氷
川
台
駅
）

∧
コ
ー
ス
概
要
∨
北
町
観
音
堂
1
阿
弥
陀
堂
1

綱
吉
御
殿
跡
之
碑
1
浅
間
神
社
↓
大
山
道
道
標

1
棚
橋
跡
↓
金
来
院
1
円
明
院
↓
城
北
中
央
公

園
1
荘
厳
寺
1
光
伝
寺
1
氷
川
神
社

∧
歩
行
距
離
∨
約
4
・5
k
m

∧
主
な
文
化
財
∨
北
町
観
音
堂
・
千
川
家
の
墓
・
下

練
馬
の
富
士
塚
・
栗
原
遺
跡
の
竪
穴
住
居
跡
・
氷

川
神
社
の
角
柱
型
水
盤

・
区
内
で
唯
一
の
宿
場
が
あ
っ
た
下
練
馬
宿
か
ら

緑
道
や
公
園
に
沿
っ
て
史
跡
や
文
化
財
を
巡
り

ま
す
。

★
練
馬
区
役
所
出
発
コ
ー
ス

星
と
の
今
と
昔

∧
実
施
日
V
1
1
月
2
5
日
（
木
）

∧
集
合
時
間
・
場
所
V
9
時
・
練
馬
区
役
所
正
面
玄

関∧
終
了
予
定
時
間
∨
正
午

∧
解
散
場
所
∨
武
蔵
大
学
（
江
古
田
駅
）

∧
コ
ー
ス
概
要
∨
中
新
井
緑
道
1
南
蔵
院
1
学
田

公
園
1
中
村
南
遺
跡
1
富
士
稲
荷
神
社
1
氷

川
神
社
↓
正
覚
院
1
徳
田
公
園
↓
市
杵
島
神

社
↓
北
新
井
公
園
1
武
蔵
大
学

∧
歩
行
距
離
∨
約
3
・7
加

∧
主
な
文
化
財
∨
南
蔵
院
（
鐘
楼
門
）
・
中
村
南
遺

跡
・
氷
川
神
社
（
旧
拝
殿
・
力
石
）
・
武
蔵
大
学
（
大

講
堂
）

・
都
会
の
中
で
も
史
跡
や
社
寺
林
な
ど
の
緑
が
多

く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
あ
る
地
域
を
訪
ね
ま

す
。

清水山憩いの森

栗原遺跡の竪穴住居跡

（城北中央公園）

南蔵院鐘楼門
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郷
土
資
料
室
　
特
別
展

新
収
蔵
品
展

郷
土
資
料
室
で
は
、
調
査
活
動
な
ど
で
見
つ

か
っ
た
資
料
や
区
民
の
皆
様
か
ら
寄
贈
・
寄
託

の
申
し
出
の
あ
っ
た
民
具
・
生
活
用
品
・
古
文

書
な
ど
の
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
収
集
資

料
は
郷
土
資
料
室
で
保
管
す
る
他
、
仮
設
収
蔵

庫
や
小
学
校
の
空
き
教
室
に
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
膨
大
な
数
に
の
ぼ
り
常

設
展
で
す
べ
て
を
展
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
新
収
蔵
品
展
を
開
催
し
、
近
年
収
蔵

し
た
資
料
を
公
開
し
ま
す
。
展
示
資
料
の
一
部

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

種
子
屋
関
係
資
料

北
町
付
近
で
は
、
野
菜
の
種
子
を
作
る
種
苗

業
が
盛
ん
で
し
た
。
こ
の
地
域
の
種
子
屋
は
、

遠
方
の
農
家
に
も
種
子
を
販
売
す
る
こ
と
で
練

馬
大
根
な
ど
の
当
地
の
特
産
物
を
全
国
に
広
め

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

種
子
屋
は
カ
タ
ロ
グ
を
用
い
、
通
信
販
売
と

い
う
手
段
で
顧
客
を
全
国
へ
広
げ
ま
し
た
。
写

真
は
、
大
正
6
年
（
一
九
一
七
）
頃
に
創
業
し

た
種
子
屋
で
あ
る
練
馬
三
陽
種
苗
商
会
の
カ
タ

ロ
グ
表
紙
の
下
絵
で
す
。
今
回
は
、
練
馬
三
陽

種
苗
商
会
か
ら
い
た
だ
い
た
種
子
屋
に
関
す
る

様
々
な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
か
つ
て
練
馬
の

重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
種
子
屋
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
資
料
で
す
。

集
団
学
童
疎
開
関
係
資
料

学
童
疎
開
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
・
爆
撃
か
ら
学
童
の
生
命

を
ま
も
る
た
め
、
集
団
で
安
全
な
地
域
へ
避
難

さ
せ
た
も
の
で
す
。
昭
和
1

9
年
（
一
九
四
四
）

8
月
に
疎
開
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
親
元
を
離
れ
、
疎
開
先
で
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。開

進
第
三
国
民
学
校
（
現
開
進
第
三
小
学
校
）

の
学
童
が
疎
開
先
の
群
馬
県
碓
氷
郡
磯
部
町

（
現
安
中
市
）
か
ら
両
親
に
宛
て
て
書
い
た
手

紙
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
戦
争
中
の
学
童
を
取

り
巻
く
状
況
や
心
情
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
資

料
で
す
。

○
会
場
練
馬
区
郷
土
資
料
室
（
石
神
井
図
書

館
地
階
）
石
神
井
台
1
－
1
6
－
3
1

胤
3
9
9
6
－
0
5
6
3

0
目
時
1

0
月
2
3
日
（
土
）
～
1
1
月
2
5
日

（
木
）
（
月
曜
日
は
休
室
）

○
開
室
時
間
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
学
芸
員
に
よ
る
解
説
会
・
日
月
3
日
（
祝
・

水
）
午
前
1
1
時
・
午
後
2
時
（
各
回
約
3
0
分
）

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

●

‥
第
十
六
回

●

線
名
旦
位
象
工
芸
展

●
●●●●●●●●

区
内
で
捗
じ
助
こ

国
の
登
録
文
化
財
建
造
物
に

〔
青
柳
家
住
宅
主
屋
〕

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

今
も
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
い
き
続
け
て
い

る
伝
統
工
芸
。
そ
の
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
に
は
、

職
人
の
英
知
や
技
術
、
心
意
気
ま
で
も
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
社
会
や
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
伝
統
工
芸
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
区
内
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
伝
統
工
芸
が
活
き
て
い
ま
す
。

練
馬
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
の
す
ぼ
ら
し
い
技

術
と
作
品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

▼
と
　
き

1
0
月
2
9
日
　
（
金
）
　
～
3
1
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

西
武
池
袋
線
「
石
神
井
公
園
駅
」
北
口

下
車
　
徒
歩
1
分

▼
主
催
　
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

▼
後
援
　
練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

9
月
1

7
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
で
、

練
馬
区
羽
沢
一
丁
目
の
「
青
柳
家
住
宅
主
屋
」

を
新
た
に
文
化
財
建
造
物
に
登
録
す
る
よ
う
文

部
科
学
大
臣
あ
て
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
近
々
、

練
馬
区
内
初
の
国
登
録
建
造
物
と
し
て
決
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

「
青
柳
家
住
宅
主
屋
」
は
昭
和
3
年
建
築
、

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
の
近
代
建
築
で
す
。
外
観

は
水
平
線
を
強
調
し
た
軒
廻
り
に
特
徴
が
あ
る

ラ
イ
ト
風
意
匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
次
号
で
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

※
見
学
は
路
上
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

種子屋のカタログ表紙下絵

作品解説を聞く子ども達
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ご
存
知
で
す
か
？

区
内
に
あ
る
国
指
定
文
化
財
・
都
指
定
文
化
財

◆
国
指
定
天
然
記
念
物

練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

白
山
神
社
の
拝
殿
前
と
階
段
下
の
二
株
で
す
。

源
義
家
が
一
〇
八
三
年
、
東
北
方
面
の
遠
征
の

際
に
戦
勝
祈
願
に
苗
木
を
奉
納
し
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
指
定
年
・
昭
和
1
5
年
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
白
山
神
社
境
内

＊
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
公
開

【
交
通
】
豊
島
園
駅
（
西
武
池
袋
線
・
都
営
大

江
戸
線
）
下
車
徒
歩
5
分

【
公
開
時
間
】
9
時
～
1
7
時

三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

井
の
頭
池
や
善
福
寺
池
と
と
も
に
武
蔵
野
の

代
表
的
な
湧
水
池
で
す
三
一
宝
寺
池
中
央
の
「
中

の
島
」
周
辺
が
指
定
範
囲
と
な
っ
て
お
り
、
ミ

ズ
ガ
シ
ワ
や
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
貴
重
な
植
物
が

生
息
し
て
い
ま
す
。
指
定
牢
・
昭
和
1

0
年
。

【
所
在
地
】
石
神
井
台
一
丁
自
他
・
都
立
石
神

井
公
園
内

＊
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
公
開

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）
下

車
徒
歩
1
0
分

◆
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

江
古
田
の
富
士
塚

江
戸
時
代
後
期
に
小
竹
丸
祓
講
に
よ
っ
て

築
か
れ
ま
し
た
。
高
さ
8
m
、
直
径
3
0
m
で
都

内
で
も
大
き
い
も
の
で
す
。
指
定
牢
・
5
4
牢
。

【
所
在
地
】
小
竹
町
1
1
5
9
浅
間
神
社

●
都
指
定
旧
跡

小
野
蘭
山
墓

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学
者
。
幕
府
の
医
学

館
に
お
い
て
本
草
学
を
講
じ
ま
し
た
。
震
災
後
、

菩
提
寺
と
と
も
に
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移
転
し

ま
し
た
。
指
定
牢
・
昭
和
4
年
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
1
2
7
迎
接
院
墓
地
内
（
十

一
ケ
寺
）

＊
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
公
開

【
交
通
】
豊
島
園
駅
（
西
武
池
袋
線
・
都
営
大

江
戸
線
）
下
車
徒
歩
3
分

【
公
開
時
間
】
9
時
～
1

6
時

池
永
道
雲
墓

江
戸
時
代
中
期
の
書
家
。
特
に
蒙
刻
に
お
い

て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
後
、
浅
草
か
ら

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
指
定
年
・
昭
和
7

年
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
7
受
用
院
墓
地
内
（
十

一
ケ
寺
）

石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

石
神
井
城
跡
は
中
世
豊
島
氏
の
城
跡
で
、
1
5

世
紀
に
太
田
道
港
に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
、
以
後

′
廃
城
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
世
の
城
跡
と
し

て
都
区
内
に
現
存
す
る
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

三
宝
寺
池
に
つ
い
て
は
先
の
と
お
り
で
す
。

指
定
年
・
大
正
8
年
。

【
所
在
地
】
都
立
石
神
井
公
園
内

＊
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
で
公
開

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）
下

車
徒
歩
1
0
分

練
馬
城
跡

石
神
井
城
跡
と
同
じ
く
豊
島
氏
の
居
城
で
し

た
。

石
神
井
川
に
張
り
出
し
た
舌
状
台
地
に
土
塁
と

空
堀
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
状
は
豊
島
園
の
プ

ー
ル
と
南
側
が
宅
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定

年
・
大
正
1
5
年
。

【
所
在
地
】
向
山
3
1
2
5
他

●
都
指
定
史
跡

東
高
野
山
奥
之
院

長
命
寺
の
奥
之
院
は
後
北
条
氏
の
一
族
増
島

重
俊
が
、
紀
州
高
野
山
を
摸
し
て
1

7
世
紀
に
整

備
し
た
も
の
で
す
。

指
定
年
・
昭
和
3
1
年

【
所
在
地
】
高
野
台
3
－
1
0
－
3
長
命
寺
境
内

尾
崎
遺
跡

区
立
春
日
小
学
校
建
設
に
先
だ
っ
て
、
昭
和

5
4
・
5
5
年
に
発
振
調
査
が
実
施
さ
れ
た
旧
石

器
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
校
庭
を

埋
め
戻
し
て
保
存
し
ま
し
た
。
ナ
イ
フ
形
石
器

や
縄
文
土
器
、
中
近
世
の
陶
磁
器
な
ど
が
校
内

の
展
示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
指
定
年
・
昭

5
8
年
。
【
所
在
地
】
春
日
町
5
－
1

2
－
1
春
日

小
学
校
内

【
交
通
】
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸
線
）

下
車
徒
歩
8
分

【
公
開
時
間
】
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の
1
0
時
～

16
時

＊
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
で
公
開
（
解
説
会
）
日

月
7
日
（
日
）
1

0
時
3
0
分
～
1
4
時

学
芸
員
が
出
土
品
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
ま
す
。

春
日
小
学
校
内
展
示
室
。

●
都
指
定
有
形
文
化
財

板
絵
着
色
役
者
絵
（
双
蝶
々
曲
輪
日

記
図
絵
馬
）
括
弧
内
は
区
登
録
名
称

1
9
世
紀
に
歌
舞
伎
の
一
場
面
を
鳥
居
清
長

が
描
い
た
も
の
で
す
。
指
定
年
・
昭
和
5
1
年
。

【
所
在
地
】
長
命
寺

一区内史跡巡りに必携の地図付文化財ガイドー

全写真をフルカラーで掲載し、地図面も見易くリニュ

ーアルした「練馬区の文化財あんない」が10月21日（木）

から下記で頒布（無料）されます。

○区民情報ひろば　　（区役所本庁舎2階）

○生涯学習課文化財係（　〝　　　11階）

○郷土資料室（石神井台1・16・31石神井図書館地階）
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